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はしがき         
平成 30年 7月の西日本豪雨や令和元年 10月の台風 19号など、顕著な豪雨災害が毎年発生してお

り、地球温暖化が進行すると強い雨が増加するという気候予測が現実になりつつあるように感じられ

る。一方で、現在の気候モデルによる将来予測は、例えば、市町村単位の豪雨発生確率の将来予測の

ようなことは原理的に不可能である。本研究領域「DNA気候学への挑戦」は、このような気候モデ

ルの限界の克服を目指す。 

気候モデルは、静的な雲を仮定した 1次元放射平衡モデルである第 1世代、3次元大気循環を計

算し雲を動的に診断した第 2世代、静的な海洋が結合した第 3世代、3次元海洋循環が結合した第 4

世代、複雑な化学反応や炭素循環を解析できる第 5世代と、コンピュータの高速化の恩恵を受けて発

展してきた。そして、2020年代には、全球雲解像モデルによる気候シミュレーション（第 6世代気

候モデル）の実現が見込まれる。第 6世代気候モデルは、水蒸気が凝結して雲粒を作り、雲粒が凝集

して雨を生成したりする雲の生成・消滅の物理プロセスを、雲微物理の方程式を使って直接に計算す

る。「架空の雲から実体の雲へ」これが第 5世代から第 6世代への進化である。本研究領域では、設

計図（デオキシリボ核酸; DNA）に従って細胞や器官が自発的に形成される生物のあり方になぞら

え、より深い階層のミクロの設計図（雲微物理の方程式）に従って台風やマッデン・ジュリアン振動

に内在する雲の階層構造が自発的に数値計算される第 6世代気候モデルを活用する気候研究を、

「Deep Numerical Analysis（DNA）気候学」と称する。 

本研究領域は第 6世代気候モデルの実現を目指し、日本が世界に先行して実用化した全球雲解像

モデル NICAMの気候モデル化（プラン A）と気候変動予測研究に貢献する気候モデルMIROCの雲

解像モデル化（プラン B）を設定する。それぞれのシミュレーション結果をモンスーン循環やマッデ

ン・ジュリアン振動等について検証しながら、モデルグループ間のコミュニケーションを促す。さら

に、学生や若手研究者を中心に新しい数値シミュレーション手法に挑戦する（プラン C）。  

計画研究 A01（NICAM 班）は、全球雲解像モデル NICAMを改良し、モンスーン循環等が現実的

に表現される長期積分を目指す。また、NICAMと海洋モデル COCOが結合した大気海洋結合モデル

を改良し、エネルギー収支の誤差を低減する。計画研究 A02（MIROC 班）は、長期積分の知見を

A01 班に提供しプラン Aを支援する。さらに、MIROCの高度化・高解像度化を目指す。計画研究

A03（検証班）は、NICAMやMIROCのシミュレーションを対流活動の日周期やマッデン・ジュリア

ン振動、モンスーン循環等について検証する。計画研究 A04（挑戦的モデル班）は、不連続ガラーキ

ン法やスーパーパラメタリゼーションを用いる新しい数値シミュレーションに挑戦する。 
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